
高等学校 公民科（政治・経済）での活用事例 

 

ベーシックインカムの制度を導入することに対する是非について考える 

■ 単元名 ： 社会保障の成立と進展 

【単元の目標（めざす生徒の姿）】 

知識及び技能 思考力・判断力・表現力等 学びに向かう力、人間性等 

社会保障制度の変遷、課題につ

いて理解している。社会保障制

度に関連する資料を見て、課題

解決に必要な情報を収集し、読

み取ることができる。 

社会保障制度を通して、持続可

能な社会を形成するために必

要な政策課題を見いだし、多面

的・多角的に考察し、表現してい

る。 

社会保障制度について関心を

もち、社会保障制度の課題を解

決しようとする意欲をもって学

習に臨もうとしている。 

 

■ 使用する機器、アプリ等 

Chromebook、スプレッドシート 

■ 学習のねらい 

日本の格差社会の現状、生活保護制度の現状と課題について理解した上で、ベーシックインカムの

考え方を取り入れた制度を導入することに対する是非について考える活動を通して、日本の社会保障

制度の課題を解決するための方法を複数の視点から考察する。 

■ 学習の流れ 

【本時までの学習】（３時間） 

・日本の社会保障制度のしくみについて理解する。 

・日本や世界の社会保障制度の変遷について理解する。 

・年金財政の課題について理解する。格差を示す指標（ローレンツ曲線・ジニ係数）について理解する。 

【本時の流れ】（50分） 

 

ベーシックインカムの考え方を取り入れた制度を導入することに対する是非について３～４人の班

で考え、賛成か反対かの意見をまとめる。その際、生活保護制度の現状と課題、ベーシックインカム

制度の説明などについて書かれた４つの資料を参考にさせる。まずは各班から４つの資料の担当者

を決め、席を移動し、それぞれの資料の内容について共有する。その後、元の班に戻り、それぞれの

資料の内容を班で共有し、その内容を参考にしながら、班の意見をまとめ、スライドに記入する。 

時間 学習内容・活動 

８分 

導入 

（内容）ローレンツ曲線・ジニ係数を学習し、当初所得と再分配所得で格差の程度が大き

く変化していることを理解するとともに、ベーシックインカムの概要を確認する。 

（活動）スライドを見ながらプリントの穴埋めを行う。ローレンツ曲線の世帯分布につい

て、単純化したグラフを書き、比較することで理解を深める。 

15分 

展開① 

（内容）生活保護制度の現状と課題、ベーシックインカム制度について理解を深める。 

（活動）３～４人の班をつくる。班の中で、生活保護制度の現状と課題、ベーシックインカ

ム制度などに関する４つの資料のうち１人１つの資料を担当し、担当ごとに席を移動す

る。分担した資料を読み、スプレッドシートに要点を入力する。 
 

本時のポイント「ベーシックインカムの制度の導入に対する是非について考える」 



 

20分 

展開② 

（内容）生活保護制度、ベーシックインカム制度に関する４つの資料を参考にしながら班

で考察し、ベーシックインカム制度の導入に対する是非について班で意見をまとめる。 

（活動）元の班に戻り、各自担当した資料の概要をスプレッドシートを見ながら報告する。

それらの資料を参考にしながら、ベーシックインカム制度の導入に対しての是非を班で

話し合い、賛成か反対かとその理由をスライドに記入する。 

７分 

共有・ 

まとめ 

全体で意見を共有し、社会保障制度の課題を解決するてだてについて様々な意見があ

ること、またその解決の難しさを理解する。 

その後、自分の意見をスプレッドシートに入力する。 
 

 

■ ココで ICTを活用！ 

４つの資料を分担して読み、その要点をスプレッドシートにまとめる 

ベーシックインカムの制度を導入することに対する是非について３～４人の班で考え、賛成か反対

かの意見をまとめるにあたり、生活保護制度の現状と課題、ベーシックインカムに関する４つの資料

を参考にさせる。各班から A～D の４つの資料の担当を決め、それぞれが席を移動し、資料ごとに担

当が集まり、各自が資料を読み、その内容を共有しながら資料の要点をスプレッドシートにまとめる。 

元の班に戻り、４つの資料の内容について各班のシートにより共有する 

その後、元の班に戻り、各自が担当した資料について要点をまとめたスプレッドシートの内容を見

ながら、同じ班の他のメンバーにその内容を伝える。 

以下は３班の４名が各担当の資料の要点を入力したデータを一覧表示したシート。 

 

班としてベーシックインカム制度の導入に対する是非についてスライドに記入する 

４つの資料の内容を参考にしながら、ベーシックインカム制度の導入に対する是非について班で話し

合い、班として賛成か、反対かの意見をまとめ、その理由について、スライドに記入する。以下は３班、

４班のスライド。 

  

グループでの活動後、自分の意見をスプレッドシートに入力する 

グループでの活動の後、自分自身の意見をスプレッドシートに入力する。 



 

■ ICT活用のメリット 

  スプレッドシート・スライドの共同編集により、各自・各班の意見を共有 

各班から選ばれた同じ資料の担当が集まり、資料を読み、その内容を共有したうえでスプレッドシ

ートに要点を入力する。そのことにより、担当でない他の生徒が入力された内容を確認することで、

それぞれの資料の全体を読まなくても概要を掴むことができる。 

スライドについても、入力された他の班の意見と理由について確認することができ、多様な考え方

があることを認識するとともに、それらの意見を参考にしながら、考察することができる。 

スプレッドシートでは入力用・一覧表示用のシートなどの工夫が可能 

スプレッドシートに資料の要点を入力するシートを用意し、生徒に指定のセルに入力させることで、

そのセルを参照し、別のセルに同じデータを表示することができるため、上に示したような班ごとに

各担当が入力した内容を一覧表示させることなども可能である。 

■ 本実践での工夫 

  ベーシックインカム制度の導入に対する是非について話し合うにあたり４つの資料を参考にさせる 

   本単元では思考力・判断力・表現力等の観点において、「社会保障制度を通して、持続可能な社会を

形成するために必要な政策課題を見いだし、多面的・多角的に考察し表現している」という目標を立

てた。そこで多面的・多角的に考察することができるように、生活保護制度の現状と課題、ベーシック

インカムの説明などに関する４つの資料を参考にさせることとした。ただ、全員が４つの資料を読み、

その内容を把握するには時間を要するため、各班の１人が１つの資料を読み、その要点を他の班員に

伝えることとした。 

正解のない問いに対して、多様な意見を踏まえ、各班・各自の意見を定めることを重視した 

各班・各自が入力した内容をお互いが見ることができるようにしたことで、発表した班だけではな

く、他の班の意見も知り、多様な意見があることを知るとともに、そのことを踏まえて、自分自身が考

察し意見をまとめることができるように工夫した。 

■ 実践の振り返り-活用を深めるために- 

ベーシックインカム制度の導入に対する是非について話し合うにあたり、関連する４つの資料を生徒

が読み、その内容を踏まえて話し合いをさせるよう工夫したことにより、生徒たちだけでは出てこない

ような意見も踏まえて話し合うことができていた。 

  一方で、資料の内容が難しかったこともあり、班によっては資料の内容を十分に理解し自分たちの考

えをまとめて記述することができておらず、単に資料に書いてある内容を抜き出して班の意見としてい

たところもあるなど、すべての生徒が多面的・多角的に考察するまでには至らなかった。 


